
※財源は全額、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用

物価高騰に伴う光熱水費等の増加などの影響を受け、経営状況が悪化している施設の指
定管理者を支援するため、委託料の追加を行います。

燃油費高騰に伴う運営経費の増加によって経営が厳しい状況にあっても、運行を継続し
ている地域公共交通事業者を支援する。

※1 燃油費高騰前の令和 3年 9月を基準とし、令和６年４月以降の高騰影響額の 1/2 を補助
※2 電車（宮島線）及び路線バスは、令和７年２月に運賃値上げを実施したため、期間を令和６年 4月～７年１月とす

る。

物価高騰の影響を受ける低所得のひとり親世帯の負担軽減を図るため、給付金を給付し
ます。

ひとり親世帯臨時特別給付金
【対 象】 令和７年 1月分の児童扶養手当受給者のうち、物価高騰対応重点支援給

付金の対象外世帯
【給付額】 子ども 1人あたり２万円

３月定例市議会 補正予算

物価高騰対応予算の内容

総額 37,789 千円

指定管理者への支援 補正額 3,950 千円

市民活動センター管理運営事業ほか 一般会計
概要 1-(2)-ア 地域振興課ほか

指定管理委託料の追加 補正額
市民活動センター 1,500 千円
火葬場霊峯苑 1,640 千円
佐方市民センター 478 千円
串戸市民センター 332 千円

計 3,950 千円

地域公共交通事業者への支援 補正額 17,784 千円

地域公共交通等支援事業 一般会計
概要 1-(2)-イ 交通政策課

区 分 支援金の内容 対 象 期 間

燃油費高騰支援金※１ 変動費
（影響額の 1/2 以内）

電車（宮島線）、路線バス、
タクシー

令和 6年 4月

～７年３月※2

ひとり親世帯への支援 補正額 16,055 千円

ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業 一般会計
概要 1-(2)-ウ こども課

令和 7 年 2 月 12 日
補 正 予 算 資 料
経営企画部財政課


